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（

　Compatibility　 of 　Iysozyme 　 chloride 　 ointment （Reflapee　 ointment ，　 LO ） was 　 studied 　 using 　 two

kinds 　of 　povidone −iodine　sugar 　ointments ．　 One　was 　povidone −iodille　sugar 　ointment （PSG ），　 which

was 　 prepared 　 in　 the 　 hospital　 pharmacy ，
　 and 　 the　 other 　 was 　U−pasta　KOWA 　 ointment （UPK ）

which 　is　available 　 on 　the　 commercial 　 market ，　 In　this　study ，　LO 　 was 　 mixed 　 with 　PSG 　 or 　UPK

ln　 a　3 ： lratio 　by　weight ，　Lysozyme （LZ ） activity 　 and 　 the　 residual 　 percentage　 of 　 availab1e

iodine　 were 　 determined 　 in　 the　 rnixtures 　 over 　 a　28−day　period，　 and 　the　 change 　 in　LZ 　 was 　 also

investigated　using 　SDS −polyacrylamide　gel　 electrophoresis ．

　No 　 changes 　were 　observed 　in　LZ 　 activity 　and 　LZ 　 molecular 　weight 　in　the　mixtures ，　while 　the

available 　iodine　dranlatically　decreased　 with 　time　 in　 a　dark　location　 at　 roQm 　temperature ．　 On

the 　 other 　hand ，　 in　 a　dark 　place　 at 　 5°C，　 the　 residual 　percentages 　 of 　 available 　iodine　were 　main −

tained　above 　90％ in　PSG −LO　stQred 　for　14　days　 after 　 IDixing 　 and 　 in　UPK −LO 　 stored 　 for　 28

days　 after 　 mixing ，　 From 　 the　 above 　 results ，　it　 was 　 concluded 　 that　 PSG −LO 　 remained 　 compa ．

tibIe　 up 　to　14　days，　 and 　UPK −LO 　for　at 　least　28　day§ at　5°C ．

　Keywords − lysozyme 　chloride 　ointment ； Reflap  ointment ；povidone−iodine　sugar 　olntment ；

U −pasta 　KOWA 　ointment ； compatibility 　of　 ointment ； 1ysozyme 　activlty ； available 　iodine； SDS −

polyacrylamide 　gel　 electrophoresis ．
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　ポ ビ ド ン ヨ ード シ ュ ガ ー軟膏 は ポ ビ ドン ヨ
ー

ド

（PI）の 優れ た殺菌作用 と白糖 の 創傷治癒作用 を

併 せ 持 っ た 褥瘡治療剤 で ，イ ソ ジ ン シ ュガ ー軟膏

とい う名称で 自糖 とボ ビ ド ン ヨ
ー ドゲ ル （PG ）や

ポ ビ ド ン ヨ ード液 （PS ）を主原料と し て調製 され
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て お り，最近 ユ
ーパ ス タ コ

ー
ワ 軟膏 （UPK ）と い

う名称 で市販 もされ て い る製剤で ある，　 ・
方 ，塩

化 リ ゾ チ ーム 軟膏 （LO ）は塩化 リ ゾ チ
ーム （LZ ）

を 5 ％含有 し，肉芽形成や上 皮化促進作用等を も

つ 皮膚潰瘍治療薬 で あ る ．

　ポ ビ ド ン ヨ
ー

ド シ ュ ガ
ー

配合 LO は これ らの 相

乗効果を期待 し二 剤を さらに 1 ：3 に 練合 し た 院

内製剤で ，こ の 有用性が野 口 ら
D

に よ っ て報告さ

れて 以来，褥瘡治療薬 と して 注 目され，当院で も

処方 され て い る．

　しか し最近，LO の 主成分で ある LZ が PG と

の 1 ：1 の 配合で著し く失活する こ とが報告 2；，
さ

れ， こ れ らを主原料 とす る ポ ビ ド ン ヨ
ー

ドシ ュ ガ

ー配合 LO の 安定性が懸念 され た ．そ こ で今回，

そ の 安定性を検討 し若干 の 知見が得 られた の で 報

告す る ，

実 験 の 部

　1．　原 料お よび試薬

　LO と して リ フ ラ ッ
プ 軟 膏 （日本化薬 ，

　 Lot
No ．51605）を，　 PG と して イ ソ ジ ン ゲ ル （10％ PI

含有．明治製菓， ADT526 ）を，　 PS と し て イ ソ

ジ ン 液 （10％ PI 含有．明治製菓 ，
　 ADL582 ）を ，

そ の 他の 配合原料 として UPK （興和，　 X165411

F ），日局 自糖 （鈴粉末薬品， RAYKR ハ ト 1），

日局単 シ ロ
ッ プ （藤沢 ア ス ト ラ ，485RKK ）， 日局

白色 ワ セ リ ン （保栄薬工 ，159ROP ）を使用 した．

　また，LO か ら LZ の み を除 い た LO 基 剤 （ワ

セ リ ン
， 流動 パ ラ フ a ン を空体 と した乳剤性基 剤

に 添 加物 と し て ス テ ア リル ア ル コ ール
，

セ タ ノ
ー

ル ，メ チ ル ，エ チ ル ，プ P ピ ル パ ラ ベ ン を 含有．日

立化成，U713B）と PI （明治製菓，30−0710）ば

供与品を使用 した ．LZ 力価測定用基質は Micro −

coccus 　 Luteus （生化学工 業，　 P88603） を，　 LZ

（ナ カ ラ イ テ ス ク，M2B3562 ），そ の 他 の試薬は

すべ て市販特級品を使用 した ．

　2．　各軟膏剤の調製

　各処方を Table　1 に 示 した が，院内製剤 の ポ

ピ ドン ヨ ードシ ュガ ー軟膏 1 （PSG ）な らび に ，

市販 の UPK を LO と 1 ：3 の 重量比 で練合 しそ

れぞれ PSG −LO （No ．2） と UPK −LO （No ．3）

を調 製した ．次 に PSG −LO か ら自糖と単 シ P
ッ

ブ を除 き代わ りに 白色 ワ セ リ ン を 加え PGV −LO

（No ，4） と した．さ らに単 シ ロ
ッ プ を含 まな い ポ

ビ ドン ヨ
ー F シ ュ ガ ー軟 膏 2 （PSS ）を 用 い て

PSS −LO （No ．6）を調製 した ，ま た PG と LO

を 1 ：1 の 重量比で練 合し PG −LO と した．

　練合 に は 軟膏ベ ラ と磁器製軟膏板を使用 し ， ポ

リプ 卩 ピ レ ン 製軟膏壷 （馬野化学）に 入れ ， 室温

あ る い は冷所 （5
°C ）で 28 日間遮光保存 し実験に

供 し た．

M

Table 　1．　 The 　Recipe　 for　 Mixed 　Ointment
｛　 嘱

　 　 　 　 a ）No ．1　P工　　　　　 Sugar 　oin 七ment 　l　（PSG ）

　RP ）　P 工　Gel 　　　　　　　　　　　　　　　　　gOg

　　　 P 。 wdered 　 Sugar 　 　 　 　 2009
　　　 sirnple 　Syrup 　　　　　　　　　　　　609

・。 ．…
b ｝

。i・ t・ ・ nt ・ ・i。。 d 。 i・・ P・ S。 ，。 r

　　　oin しment 　l　（PSG −LO ＞

　RP ）　P 工　Sugar 　Ointment 　1　　　　　　259

　　　 1、Z　Qin 七ment 　　　　　　　　　　　　75g

No ．3　LZ 　Ointment 　Mixed 　with 　P 工　（U−

　　　Pas ヒa 　KOWA ）　ointment 　〔UPKrZO ｝

　Rp ）　U−Pas 七a　KOWA 　Oin 七ment 　　　　25g

　　　 LZ 　ointrnent 　　　　　　　　　　　　75g

No ．4　LZ 　Ointment 　図ixed 　with 　P 工　Gel

　　　White 　Petrolatum 　（PG ▽−LO ）

　 RP ） P エ Gel
　 　 　 White 　Pe 七rolatum

　 　 　 Lz 　ointment

NQ ．5　PI 　Sugar 　Ointment 　2　（PSS ｝

　 RP ）　P工　Gel

　　　 Powdered 　Sugar
　 　 　 PI 　SolutiQn

dnd6

．43918
．579759

909310928m1

No ．6　LZ 　Ointmen 七　Mixed 　with 　P 工　Sugar

　　　ointmen し　2　（PSS −LO ）

　 RP ＞　P 工　Sugar 　ointment 　2　　　　　25g

　　　 LZ 　ointment 　　　　　　　　　　　　　　759

a ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b ）
　 P工，　povidone −−iodine ，　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 LZtlysozyme 　chloride ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　3． pH 値の 測定

　2 本 の 共栓試験管に 各軟膏剤 2．5g を 入 れ ク 1・

卩 ホ ル ム 2，5ml で 懸濁 し，更に 蒸留水 10ml を加

え ，
15分 間激 し く振 と う後 ， 遠心分離 （3000rpm

× 10min ） し水層を合わ せ て pH メ
ー

タ （堀場，

F −7） で 測定 した ．

　4， LZ 活性測定

　各軟膏剤の LZ　25mg 相 当量を正確 に 秤量 し ク

ロ ロ ホ ル ム 2ml て懸 濁後，こ れ に pH 　6．2 リ ン

酸塩緩衝液 10ml を加 え20分間激 しく振 り混ぜ た

後，遠心 分離 （3000rpmx10min ）す る． こ の 上

澄液を あ ら か じめ 緩衝液で浸 した ろ 紙を用 い て ろ

過 し，以上 の 操作を 3回繰 り返 し器 某を緩衝液で

洗 い ， 抽 出液 と合 わ せ て こ れ を緩衝液で 正確 に

50m1 と し試料液 とする．そ して 吸光度法3） に よ

り測定 し，残存率は 練合前を 100％ と した 相対値

で 示 した ，

　5， SDS一
ポ リア ク リル ア ミ ドゲ ル電気泳動

　装置は ア ト
ー

製 電気泳動装置 （AE −6200 型） を

用い 1Laemmli の 方法
4 ｝

に準 じて 行 っ た．ゲ ル

濃度17．5％，架橋度 2．6％ の ゲ ル ス ラ ブ を 作 成

し， 1 レ
ー

ン あ た り タ ン パ ク 量 と し て 3．　75Pt9を

積層 し，プ ロ ム フ ェノ
ール ブ ル

ー
を マ ーカ ー色素

と し 30皿 A の 通電量で 泳動を 行 っ た．そ の 後，

0．25％ コ マ ジ ーブ リ リ ア ン ト ブ ル
ー

を含む エ タ ノ

ール ー酢酸
一水 （9 ： 2 ：9）混液で タ ソ パ ク 固定 と

同時 に 染 色 を 行 い ，まず エ タ ノ
ール ー酢酸 一水

（25 ：8 ：65）混液 で ， 次 い で エ タ ノ
ール

ー酢酸 一

水 （2 ：3 ：25）混液 で 脱色を行 っ た ．対照 1こ は LZ

　（分子量14，300）を ， 分子量 マ ーカ
ー

に は 牛血清

ア ル ブ ミ ン （分子量66，000）お よ び ウ マ 心筋 チ ト

ク ロ ム C （分子量12
，
400）を それぞれ用 い た ．

　 6。 有効 ヨ ウ素量測定

　 各軟膏剤 か ら， 0．5％ KI 添加 リ ン 酸塩緩衝液

（pH 　6．2）を 用 い て LZ 活性測定 と同様 の 方法 で

3 回抽出 し，洗浄液 と抽出液を 合わ せ た もの を試

験液と し， ヨ ウ 素定量法
5）

に 従 っ て滴定 （対照 は

ポ ビ ド ン ヨ
ー ド配 合 LO 基剤） した ．こ こ で 得 ら

れ た 配 合直後の 値を 100％ と し，それ以降を 残存

率 として表 した ．

結果お よび考察

　1． 各軟膏剤の 外観 変化お よび pH 値

　PSG −・LO ，　 UPK −LO を室温で 遮光保存し た も

の に つ い て 経 日的 に 外観変化 ， pH 値を 測定 した ．

まず PSG −LO の 外観を調 べ る と， 7 日後よ り徐

々 に 退色 し，28［i後 に は 明らか な全体 の 退色 と共

に 内側が よ り白色 に な る 二 層分離現象が観察され

た ．また pH 値は Table 　2 に 示 した よ うに ほ と

ん ど変動 しな か っ た ．

　次 に ，UPK は 精製白糖 70％ ，
　 PI を 3 ％含有 し

PSG よ り安定性 に 優れ て い る
t］）

と され て い る が，

こ れ の 外観変化を調べ た．両 者 を 配合 した直後 の

段 階で若干水分が漏出し た ような状態 とな る が ，

そ の 後28日 まで 2層分離等の 大 ぎな変化は 観察 さ

れな か っ た。色調は 14口後 よ り徐 々 に 退 色 し た

が ， PSG −．LO よ りは そ の 度合い は 小 さか っ た ．

また pH 値は若干，酸性側 へ の シ フ トが認 め られ

た （Table 　2）．

　2． 各軟膏剤の LZ 活性

　各軟膏剤の LZ 活性を 測定 し た 結果を Table　3

に 示 した ，PSG −LO の LZ 活性 は 28日後 で も90

％以．Lが 残 存 し て お り，　UPK −LO も全 く低 下が

見 られず ，
こ れ ら は 並 木ら

2）
の 結果に 基づ い た予

想 に 反 し て 安定で ある こ とが判明 した ．

　一
般に ，糖に は タ ソ パ ク 安定化作用が ある こ と

が 知られ て お り，PSG −LO で こ れ が LZ の 失活

を 防止 し て い る 可能性が考え られた． こ の こ と を

調 べ る た め 白糖を除 い た PGV −LO の LZ 活性 に

つ い て 検討 し たが， PSG −LO とほ ぼ同 じ結果を

示 し 1 白糖が LZ の 安定化に 寄与 して い る事実は

認め られ なか っ た ．

　Table　2．　 pH 　Values　of 　Mixed 　Ointments　 dur−

　　　　　 ing　 Storage　 at 　Room 　Temperature

　 　 　 　 　 for　14　Days

皿ixedDintrnent

　 　 　 　 工niti 己1

PH 　 valUO

1　day 　　　3　days 　　7　daYS 　 工4　days

PSG −LO 　　　　　4．6工　　　　4．58 　　　　4，47 　　　　4．40 　　　　4．66

UPK −LO 　　　　　5rO2 　　　　4．79 　　　　4呷86 　　　　4■84 　　　　4，71

n＝3．

N 工工
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Table 　3． Residual　Percentage　Qf　Lysozyme
Activities　in　Mixed 　Ointments　dur −

ing　Storage　at 　Room 　Temperature

for　28　Days

Mixed 　　　　　　　　　　　　　LySDzyme 　act ユ▽ity 　〔　罨　｝

ointment 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　じ　 　

　　　　
エnitial

　 7　d ・ ys ・4　d ・ y・ 2・ d ・ ys　 28　d 。 y 。

竺
L° 97 ，フ

　　　　99 ，7　　　10D ■1 　　　　95 ．1　　　　9工，2

DPK 『L°

　 1°4・4 　 1D4 』 　 エ 1 。．O 　 IQ5．・ 　 112 ．1

PGV −LO93 ・4
　 エ06・0 　 91 ．4 　 87 ．。 　 90 ．S

n；3．

　3． 各軟膏剤 の SDS 一ポ リ ア ク 1丿ル ア ミ ドゲ ル

電気泳動

　PG −LO （1 ： 1）に お い て は LZ 活性 の 著 しい

低下が報ltt　
，o

され て お り，著者 らの 追加実験で も
1．0％ の 残存率 とな っ た．しか し，上 記 の 結果 で

は PSG −LO ，　 UPK −LO の LZ 活性は混 合後28

日で も低
．
卜
．
し な か つ た．そ こ で PG −LO で の LZ

Fig．1．　SDS−Polyacrylamide 　GelE 且ectrophoresis

　 　 　 　 of 　LZ 　 in　the　 Mixtures

　　　　Lane ；　（1）Bovine　seruln 　albumin 　（up −

　　　 per）　and 　herse　heart　cytochrome 　c

　　　　（10wer），  Authentic　standard 　of 　LZ
，

　　　 （3）LO ，（4）PSG −LO 　after 　28　days　of

　　　 storage ，（5）UPK −LO 　 after 　 28　days　 of

　　　 storage ，（6）Povidone −iodine　Ge 正 （PG）−

　　　 LO 　（1 ：1）immediately 　 after 　 mixing ，

　　　 （7）PG −LO （1 ：1） after 　28　Clays　of 　stor −

　 　 　 age ．

失活機講を 明らか に し，PSG −LO ，　 UPK −LO と

の 違 い を調 べ る た め SDS一ポ リァ ク リル ァ ミ ドゲ

ル 電気泳動 を行 っ た （Fig．1）．

　 PG −LO の 配合直後 の 電気泳動像は 低 分子量側
に 新たなバ ン ト が 観 察さ れ ， LZ 分子鎖 の 切断 が

明 らか とな っ た．ま た ，こ の バ ン ド は経時的に 濃
くな る傾向が認 め られ た ．

　 Hartdegen ら
7 ）

は ヨ ウ 素と LZ を反応 させた

時 に 見 ら れ る LZ活性 の 低下 は ， ヨ ウ素に よ る LZ
分子中の ト リ プ ト フ

ァ
ン 残基 の酸化，修飾が原因

で ある と報告して い る．しか し ア ミ ノ 酸残基 の 変

化の み で は 分 子量の 変動を説明で きず，さら に 激

烈な反応が 進 行 して LZ 分丁鎖の切断が起 こ っ た

もの と推察され た．

　
一
づ∫，PSG −LO ，　 UPK −LO の 28日後 の 電気泳

動像 で は LZ は 共に 単
一バ ン ドを示 し，　 LZ 活性

の 結果を支持 して お り， 安定で ある こ とが確認さ

れ た ，

　 4．　各軟膏剤の 有効 ヨ ウ素量

　最初 LZ 測定法 に 準 じて P正の 抽出を試み た が，
PSG −LO ，　UPK −LO とも リ ン 酸緩衝液に は殆 ど

抽出 され ず ， 抽 出法を検討 した とこ ろ 0．5％KI 添

加 リ ン 酸緩衝液を使用す る こ と に よ り PSG −LO
て
’68．1％，UPK −LO で 93．7％ の PIが抽出 され

た ・本定量法 で 配 合直後 の 有効 ヨ ウ素量を求め た

と こ ろ ， いずれ の 配合剤 も約 20％の 低 下 が 観察 さ

れ た ． こ こ で は ポ ビ ドン ヨ
ー

ドシ ＝ ガ ー軟 膏 と

LO 基剤を同様 に 練合し て抽出 の 対照 として お り

抽出力法が低 ドの 原因 とは考え られ な い こ と，対

照 と配合剤 との 違 い は LZ の 有無 しか な い こ と，
そ し て実際に LZ　25mg ，　 PI　4．29mg を緩衝液

20m1 に 溶解 し ， 室温光曝下で 3 時間撹拌する と

有効 ヨ ウ 素量が 72．7％に 低 下 した の が観察され た

事実か ら考 え て， こ れ は定量操作時に 同時に 抽出

され た LZ が ヨ ウ 素 と反応 した た め の 低下 と判断

し，まず配合 と同時 に 有効 ヨ ウ素量を求め ， それ

を 100％ として それ以降の 残存率を算出 した ．

　PSG −．LO の 有効 ヨ ウ素量 の 残存率は Table 　4
に 示 した よ うに 室温保存 ドで 14日後に は 27．8％ と

急激 に 低下 し，また UPK −LO は 14日後に は 74．8

％ に 低 ドし た ．ポ ビ ド ン ヨ ー ドシ ュガ ー軟膏の 処

｛

磯
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Table　4．　Residual　 Percentage　of 　 Available

　　　　 Iodine 　in　Mixed 　Ointments 　during

　　　　 Storage　at 　Room 　Temperature 　fQr

　 　 　 　 14Days

。 。。、il、、。、．、＿ 、551
Mixed 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

− −
Olntmont

　　　　　
エ d”IY

　
3　 days

　
7

　
daYS

　
14

　
day

三
5a ユ il：E27 凸

Tablc　 5．　Residual　 Percentage 　 of 　 Available

　　　　 Iodine　 in　 Mixed 　Ointments 　 during

　　　　 Storage　at 　50C 　for 　28　Days

psc．−T、o

｝IixedQintm
臼 n 七

　 　 　 　 　 l　day 　　7　daysA

。 。、1。 bl 。 、 。 d．n 。 〔 ・
　 ）

a ）

14　days 　　21　days 　　28 　days

PSG 一
しO

7］．785

．395 ．274 ．8

99■3 　　　94，3 　　　92 ．7 　　　 83呷8 　　　 81 ・5

房。
一
、。

UPK −LO ’1’1
PSS −LO

IGV −LO

B3 ．165 ．650 ．E　　　　　　 ］7，0

51 ．4 　　　　　 39 鹽3 ］L7

尸
广

97 ．3 　　　　97 ．3　　　　99 ，ユ　　　　93 ．5　　　　94 ，フ

己 ｝
Th 。　v 。 1u 。 。　i   。 di 。 t 。 IY　nft ・ ・ mi ・ i・ 9　w ・ ・e ・・1・ul ・ t ・d

　 as 　lDO 竃．　　 n冒3．

13 ．7

a ）
Th 。　v 。 1 。 。 ，　i  。d．漁 1y ・ fヒ・r 　mi ・ 二・ ワ were

　 calcula しed 　as 　IOQ 畧 ．　n 旨ヨ，

方に ば 数種類が知 られ て い る が，原料に 糖 と し て

単シ ロ ・
ソ ブ を使用する と単 シ ロ

ッ
プ が約 ユ13景 の

水分を 含む た め ，白糖が転化糖 に 移行 L 易 く　PI

が 不 安定 に な る と い う報告
b1

が 見 られ た ．　 PSG ば

原料 に 単 シ 卩
ッ プ を使用 し て お り，今回 の 有効 ヨ

ウ素量低下 は こ れ に 起因 し て い る 可能性 も考 え ら

れ た ．また反対に PI 製剤 と して PS を使用する

と PS 巾の 緩衝剤が軟膏 の 酸 化を抑え ，自糖と PI

が安定化す る こ とも報告
昌 ’

され て い る．そ こ で 各

施設 で 繁用 さ れ て い る 5 種 の ボ ビ ド ン ヨ ー ドシ ュ

ガ ー軟膏 の うち ，最も安定 と報告 s）
さ れ て い る

PG ，　PS と白糖を 原料 と し た ボ ビ ド ン ヨ ー ド シ ．．

ガ ー軟膏 2 （PSS ）を 用 い て PSS −LO を 調製 し，

こ れ の 有効 ヨ ウ 素量を 測定 した が， PSG −LO と

ほ ぼ同 じ結果 を示 し ， 処 方 の 違 い に よ る差異 は認

め られ な か っ た ，

　次 に 有効 ヨ ウ 素量低下の原因 の ひ と つ と し て
，

白糖が LZ に よ り加水分解を 受 け転化糖を 生 じ，

こ れ の 還元作用 に よ り PI が分解 す る 可能性」ト） が

考え られた，そ こ で
， 白糖無 しの PGV −LO を検

討 し た が，Table 　4 に 示 した よ うに PSG −LO と

ほ とん ど同 じ結果 とな っ た．し たが っ て 有効 ヨ ウ

素量低 ドの 原因は ，
PI か ら 遊離 し た ヨ ウ素が LZ

分 子 に 付 加 し た結果 と推察 され る．ま た ，PG −LO

（1 ： 1）で は ヨ ウ素活性 は 安定で LZ 活性が著 し

く低下 しk 報芒i2〕 が み られ る が，今回 逆の 結果か

得られた の は PSG −LO 中 の PG 対 LO の 配合

比が 1 ：11．7，
UPK −LO で は 1 ： 10．0 （PI ：LZ

比）　と PG −LO と は 10倍以 ヒ も異な っ て お り，

こ の 配 合比の 違 い がキ な原囚 と考え られ ，PIに 比

L て LZ が 多肴…：に 配合 され て い る た め ，そ の
．・

部

が PI と反応 して も LZ 活性値に は影響 しな か っ

た と推察 され た．

　以 Lの 結果か ら， PSG −LO ，　 PSS−LO の 遊離

ヨ ウ 素に 基 づ く殺薦個 鳳 名｛温保！t： ドで は 調！製

後急激 に 低下し て い る こ と が示唆 さ れ た ．

　最後に配合剤を 遮光下，冷所 （5CC）に 保存 して

有効 ヨ ウ 素量を測定 し た と こ ろ，Table 　5 に 示 し

た よ うに室温保存 下で 観察 され た 薯 し い 有効 ヨ ウ

素量 の 低下 は，か な り抑制出来る こ と が 判 明 し

た．配合可否 の 判定 基準を残存率低 下 10％以 「ノSと

す る と，冷暗所 保 存
．
ド で は PSG −LO は 14日，

UPK −LO ば 28 日後ま で は t‘分使川 可能 と思われ

た．

結 論

　PSG −LO ，
　UPK −LO の LZ 活性は 28日後で も

90％ 以上 残存 し，ま た 電気泳 動像 も単
．・バ ン ドを

示 し安定 で あ っ た．しか し，有効 ヨ ウ素量 は す べ

て の 軟膏剤に お い て 経 日的に 嵜しい 低 下が み られ

た ．

　冷暗所 保存 （5GC ） に す る と PSG −LO は 14日

後ま で ，UPK −LO は 少 な くと も28　［
’
1後ま で の 配

合剤は 安定で あ っ た ・
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